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1 この節は拙稿（2000）の第 2． 1節に加筆したものである。
えた（pp.677-688）。Narrog（2010b）によれば、この着想は、イギリスの Henry
Sweetの predication、ドイツのWilhelmWundtの Aussage（satz）、同じくドイツ
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